
中１数学Ｂ ２０１９年度 ２学期 相似、面積比、確率 宿題解答 

§７ 相似拡大と相似条件 

Ｈ７.１

①∽⑧（二角相等）、②∽⑤（三辺比相等）、

③∽⑥（二辺比夾角相等）

※ ④と⑦は、互いに等しい角が、対応する

比が等しい二辺の夾角ではないので、相似と

は限りません。

Ｈ７.２

∠A=∠P , ∠B=∠Q より、△ABC∽△PQR
（二角相等）なので、対応辺の比を考える。

(1) 

(2) 

(3) 

A

B

P

Q

C
x

8

y

R

9

7

5

AB

PQ

C
x

5

y R

5

13

12

A

B

P

Q

C

x

8
y

R

7

20

35

AB:PQ=AC:PR

7 63
9 : 5 : 7 9

5 5

BC:QR=AC:PR

5 40
: 8 5 : 7 8

7 7

x x

y y

   

   

（対応辺の比）より、

なので、

（対応辺の比）より、

なので、

AC:PR=BC:QR

20 35
7 : 8 : 20 7

8 2

AB:PQ=BC:QR

8
: 35 8 : 20 35 14

20

x x

y y

   

   

（対応辺の比）より、

なので、

（対応辺の比）より、

なので、

AB:PQ=BC:QR

5 25
5 : 13 : 5 5

13 13

AB:PQ=AC:PR

5
5 : 13 : 12 12

13

60
13

x x

y y

   

   

（対応辺の比）より、

なので、

（対応辺の比）より、

なので、



Ｈ７.３

△ABCと△HACにおいて
BAC AHC∠ ∠ （ 90 ）
BCA ACH∠ ∠ （共通）

なので、

ABC HAC△ ∽△ （二角相等）

対応する辺の比は等しいので、

AB : HA AC : HCより
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※ CAH ABH△ ∽△ に注目するのもよいで

しょう。

Ｈ７.４

(1)
［仮定］ ABC ACD∠ ∠  ·························· ①
［結論］ ABC ACD△ ∽△

［証明］

△ABCと△ACDにおいて
BAC CAD∠ ∠ （共通） ························ ②

①②より

ABC ACD△ ∽△ （二角相等） ············· ③

(q.e.d.) 

(2) ③より、対応辺の比は等しいので、
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Ｈ７.５ 
(1) Aから Bまでは

x軸方向に 2 ( 3) 5  
y軸方向に9 ( 1) 10  

だけ移動するので、直線 ABの傾きは
10

2
5


よって、直線ABの y切片を bとおくと、
直線 ABは 1次関数

2y x b  ··········································· ①
のグラフである。

このグラフは A ( 3, 1)  を通るので、関数

①において、 3x   のとき 1y   となる。
よって、

( 3)1 2 b    ∴ 1 6 5b    
であり、関数の式は

2 5y x 

(2) Aから Bまでは
x軸方向に5 ( 1) 6  
y軸方向に 1 2 3   

だけ移動するので、直線 ABの傾きは
3 1

6 2


 

よって、直線ABの y切片を bとおくと、
直線 ABは 1次関数
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のグラフである。

このグラフは A ( 1, 2) を通るので、関数

①において、 1x   のとき 2y  となる。

よって、
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(3) A ( 2, 3) から B(1, 6) までは

x軸方向に1 ( 2) 3  
y軸方向に 6 3 9   

だけ移動するので、直線 ABの傾きは
9

3
3

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よって、直線ABの y切片を bとおくと、
直線 ABは 1次関数

3y x b    ········································ ①
のグラフである。

このグラフは A ( 2, 3) を通るので、関数

①において、 2x   のとき 3y  となる。

よって、

( 23 3 ) b    ∴ 3 6 3b    
であり、関数の式は

3 3y x  

(4) A ( 7, 5)  から B(5, 3) までは

x軸方向に5 ( 7) 12  
y軸方向に 3 ( 5) 2   

だけ移動するので、直線 ABの傾きは
2 1

12 6


よって、直線ABの y切片を bとおくと、
直線 ABは 1次関数

1
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のグラフである。

このグラフは A ( 7, 5)  を通るので、関数

①において、 7x   のとき 5y   となる。
よって、
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